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はじめに 

 

2022 年度小児在宅医療推進のための会（大阪分科会）もコロナ禍の影響により、2 回と

も Web 開催となりました。2022 年度は今、注目されている「医療的ケア児支援センター」

について、実際に活動を開始しているセンターの報告をお聞きしながら、医療的ケア児の

医療・福祉・教育・保健・就労などの課題を知り、医療的ケア児とその家族への支援を通

して、安心して過ごせる地域生活への道筋を考えることとし、4 人の委員の先生方にそれ

ぞれの立場でお話しいただきました。また、大阪分科会に参加していただいている皆様に

医療的ケア児支援センターや在宅医療への活動を中心に当日のスピーチ及びアンケートの

形で発言していただきました。その一部を報告書の中に提示しています。 

1 回目（第 30 回）は、①「愛知県」と②「兵庫県」からで、①「愛知県の小児在宅医

療支援・医療的ケア児支援～医療的ケア児支援センター７カ所設置へ」として愛知県医療

的ケア児支援センター基幹センター長の三浦 清邦 先生よりご報告いただきました。愛知

県は各圏域に 1 つの医療的ケア児支援センターを設置し、さらに一か所が基幹センターの

役割も担っている 3 層構造での支援を実現している。 

②は(1)『医療的ケア児支援センターの設置に当たって（兵庫県の場合）』神戸市総合療育

センター 診療部長高田 哲 先生と(2)『兵庫県における 医療的ケア児の現状と取り組み』

として医療福祉センターきずな 小児神経科 院長常石 秀市 先生からご報告いただきまし

た。兵庫県は日本海側から瀬戸内海側までの広い地域をカバーする仕組みを構築されてき

ている。 

2 回目（第 31 回）では、①「新委員として」と②「奈良県」を取り上げました。①2022 

年度から委員に加わっていただきました社会福祉法人宏緑会 重心施設 にじいろのいえ 

施設長水野 美穂子 先生に『医療的ケア児支援センターの活動を通じて見えてきた課題』

として、愛知県医療的ケア児支援センター長の立場で医療側から福祉へと支援を広げてい

った経緯を報告していただきました。②奈良県の『医療的ケア児支援センターの活動実際』

として社会福祉法人東大寺福祉事業団東大寺福祉療育病院病院長 高橋 幸博 先生からご

報告いただきました。 

今年度も引き続き、オンライン(Zoom)を活用した開催となりましたが、参加者からも活

発に討論があり、各地域での実情に合わせた、医療的ケア児とその家族への支援の実際を

知る機会となり大変有益な時間を持つことが出来ました。 

講師の先生方、ご参加の皆様、ありがとうございました。 

 

  2023 年 3 月 

             小児在宅医療推進のための会（大阪分科会） 

              座長  位田 忍 

    大阪母子医療センター臨床検査科主任部長・臨床研究部長 

     大阪府移行期医療支援センター センター長
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委員名簿 
  

 

 

2022 年 3 月当時 

○座長(座長以降 50 音順・敬称略) 

  ふ り が な 氏   名             所          属     役    職 

1 いだ しのぶ  〇位田 忍  
地⽅独⽴⾏政法⼈ ⼤阪府⽴病院機構 ⼤阪⺟⼦医療センター/

⼤阪府移⾏期医療⽀援センター 

臨床検査科主任部⻑ 

臨床研究部⻑／センター⻑ 

2 あさだ るみこ   浅田 留美⼦ ⼤阪府 健康医療部 保健医療室 副理事 

3 あらほり ひとみ   荒堀 仁美 国⽴⼤学法⼈ ⼤阪⼤学⼤学院 医学系研究科 ⼩児科学 助教 

4 いいじま よしたか   飯島 禎貴 社会福祉法⼈愛徳福祉会 ⼤阪発達総合療育センター ⼩児科 副部⻑ 

5 いいづか ただし   飯塚 忠史 社会福祉法⼈和歌⼭つくし会 和歌⼭つくし医療・福祉センター 院⻑ 

6 いけみや みさこ   池宮 美佐⼦ 
⼤阪市保健所⺟⼦保健担当兼こども⻘少年⽀援部兼中央こども

相談センター 
医務主幹 

7 いしざき ゆうこ   ⽯崎 優⼦ 関⻄医科⼤学総合医療センター ⼩児科 診療部⻑ 教授 

8 いとみ かずや   ⽷⾒ 和也 あいち⼩児保健医療総合センター 診療⽀援部／神経内科 診療⽀援部⻑／医⻑ 

9 えばら はくよう   江原 伯陽 医療法⼈ エバラこどもクリニック 院⻑ 

10 おかざき しん   岡崎 伸 ⼤阪市⽴総合医療センター ⼩児神経内科 部⻑ 

11 かわさき ようこ   河崎 洋⼦ 社会福祉法⼈芳友 神⼾医療福祉センターにこにこハウス 院⻑ 

12 くすのき しげのり   楠木  重範 医療法⼈さんと会 わしおこども医院 ⼩児科／医師 

13 くろだ けんじ   黒田 研二 学校法⼈永原学園 ⻄九州⼤学 健康福祉学部 教授 

14 こだま かずお   児玉 和夫 
社会福祉法⼈三篠会 堺市⽴重症⼼⾝障害者（児）⽀援センタ

ー ベルデさかい 
センター⻑ 

15 こにし かおる   ⼩⻄ かおる 
国⽴⼤学法⼈ ⼤阪⼤学⼤学院 医学系研究科 保健学専攻 

地域ヘルスケアシステム科学研究室 
教授 

16 こんどう まさこ   近藤 正⼦ 
社会福祉法⼈愛徳福祉会 ⼤阪発達総合療育センター 

地域医療連携部 地域医療・福祉相談室 
室⻑ 

17 さいとう としお   齊藤 利雄 独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構 ⼤阪⼑根⼭医療センター ⼩児神経内科部⻑ 

18 さんだ こうへい   三田 康平 社会福祉法⼈⼤阪府重症⼼⾝障害児者を⽀える会 事務局⻑ 

19 しおかわ ちずか   塩川 智司 社会福祉法⼈四天王寺福祉事業団 四天王寺和らぎ苑 施設⻑ 

20 しおみ なつこ   塩⾒ 夏⼦ 社会福祉法⼈愛徳福祉会 ⼤阪発達総合療育センター ⼩児科   

21 しばた みのる   柴田 実 滋賀県⽴⼩児保健医療センター ⼩児科 保健指導部⻑ 
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  ふ り が な 氏   名             所          属     役    職 

22 しもがま さとこ   下釜 聡⼦ 社会福祉法⼈⽯井記念愛染園 愛染園訪問看護ステーション 所⻑ 

23 しんたく はるお   新宅 治夫 公⽴⼤学法⼈⼤阪 ⼤阪市⽴⼤学⼤学院 医学研究科 名誉教授 

24 すみ きよあき 隅   清彰  社会福祉法⼈⽯井記念愛染園附属 愛染橋病院 ⼩児科 部⻑ 

25 たいえ ゆみこ   田家 由美⼦ 
地⽅独⽴⾏政法⼈ ⼤阪府⽴病院機構 ⼤阪⺟⼦医療センター  

患者⽀援センター 
副センター⻑ 

26 たかだ さとし   高田 哲 神⼾市総合療育センター診療所 所⻑ 

27 たかはし ゆきひろ   高橋 幸博 
社会福祉法⼈東⼤寺福祉事業団 東⼤寺福祉療育病院/ 

奈良県⽴医科⼤学 
病院⻑/名誉教授 

28 たけもと きよし   竹本 潔 
社会福祉法⼈愛徳福祉会 ⼤阪発達総合療育センター 

南⼤阪⼩児リハビリテーション病院 
副院⻑ 

29 つねいし しゅういち   常⽯ 秀市 医療福祉センターきずな ⼩児神経科 院⻑ 

30 とくなが おさむ   徳永 修 独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構 南京都病院 ⼩児科 診療部⻑ 

31 とみわ きよたか   富和 清隆 社会福祉法⼈東⼤寺福祉事業団 東⼤寺福祉療育病院 理事⻑ 

32 なべたに まこと   鍋谷 まこと 宗教法⼈在⽇本南プレスビテリアンミッション 淀川キリスト教病院 副院⻑ 

33 なんじょう ひろき   南條 浩輝 医療法⼈輝優会 かがやきクリニック 院⻑ 

34 にわ のぼる   丹羽 登 学校法⼈関⻄学院 関⻄学院⼤学 教育学部 教授 

35 はるもと つねお   春本 常雄 医療生協かわち野生活協同組合 東⼤阪生協病院 ⼩児科 部⻑ 

36 ふなと まさひさ   船⼾ 正久 
社会福祉法⼈愛徳福祉会 ⼤阪発達総合療育センター 

／医療型障害児⼊所施設 フェニックス 
センター⻑／園⻑ 

37 まつおか たろう   松岡 太郎 豊中市保健所 所⻑ 

38 みうら きよくに   三浦 清邦 愛知県医療療育総合センター中央病院 副院⻑ 

39 みずの みほこ   ⽔野 美穂⼦ 社会福祉法⼈⼤同宏緑会 にじいろのいえ 理事⻑ 

40 みさわ あきこ   三沢 あき⼦ 京都府⼭城南保健所 所⻑ 

41 もちずき なるたか   望月 成隆 ⼤阪⺟⼦医療センター 新生児科／患者⽀援センター 

副部⻑/ 

副センター⻑（在宅医療

担当） 

42 よたに のぶゆき   余谷 暢之 
国⽴研究開発法⼈ 国⽴成育医療研究センター総合診療部 緩

和ケア科 ⼩児がんセンター がん緩和ケア科 
診療部⻑ 

43 わだ かずこ   和田 和⼦ 
地⽅独⽴⾏政法⼈⼤阪府⽴病院機構 ⼤阪⺟⼦医療センター 

新生児科 
主任部⻑ 
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ご陪席 

  ふ り が な 氏   名             所          属     役    職 

1 おおこうち だいはく   ⼤河内 ⼤博 浄⼟宗願生寺／訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝさっとさんが願生寺 住職／共同代表 

2 かつや さとこ   勝矢 聡⼦ ⼤阪市 健康局 健康推進部 健康施策課 課⻑ 

3 かみかこい まゆみ   上栫 真由美 ⼤阪府 健康医療部 保健医療室 地域保健課 ⺟⼦グループ 課⻑補佐 

4 かわはらだ ひろし   河原田 啓史 ⼤阪市健康局健康推進部健康施策課 担当係⻑ 

5 さかがみ ゆみ   阪上 由美 学校法⼈⼤阪信愛⼥学院 ⼤阪信愛学院⼤学 看護学部 准教授 

6 しおざわ くみこ   塩澤 久美⼦ ⼤阪市健康局健康推進部健康施策課 課⻑代理 

7 しまむら ゆうこ   島村 佑⼦ ⼤阪府福祉障がい福祉室 地域生活⽀援課 総括主査 

8 しみず よしこ   清⽔ 美⼦ ⼤阪市 健康局 保健所管理課 保健主幹 

9 すずき やすひろ   鈴木 保宏 
地⽅独⽴⾏政法⼈⼤阪府⽴病院機構 ⼤阪⺟⼦医療センター 

⼩児神経科 
副院⻑ 

10 せきや しんいちろう   関谷 真一郎 クレヨンキッズクリニック 院⻑ 

11 せの あきひと   瀬野 昭仁 ⼤阪府福祉障がい福祉室 地域生活⽀援課 総括補佐 

12 たかはし ひでゆき   高橋 英之 ⼤阪府福祉障がい福祉室 地域生活⽀援課 課⻑ 

13 つしま ひでお   對馬 英夫 ⼤阪府 健康医療部 保健医療室 地域保健課 課⻑ 

14 ひらまつ みずこ   平松 瑞⼦ 吹田市 児童部 家庭児童相談室 地域看護専⾨看護師 

15 ふくはら のりひこ   福原 範彦 ⼤阪市福祉局障がい者施策部障がい⽀援課 課⻑ 

16 ふゆき まきこ   冬木 真規⼦ ⼤阪市⽴⼤学⼤学院 医学研究科 発達⼩児医学   

17 ほりうち まさみ   堀内 まさみ 公益財団法⼈チャイルド・ケモ・サポート基⾦ 理事⻑ 

18 まつお えいこ   松尾 英⼦ ⼤阪府 健康医療部 保健医療室 地域保健課 課⻑補佐 

19 みやなり ゆうこ   宮成 優⼦ ⼤阪市健康局健康推進部健康施策課 担当係⻑ 

20 もりた たくや   森田 拓也 公益財団法⼈チャイルド・ケモ・サポート基⾦ 事務局 

21 やました ともみ   ⼭下 友美 ⼤阪市 健康局 健康推進部 健康管理課 係⻑ 

22 よしざき けいじ   吉崎 啓司 
⼤阪府 福祉部 障がい福祉室 地域生活⽀援課 

地域サービス⽀援グループ 
副主査 

23 わだ ひろし   和田 浩 医療福祉センター さくら  
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   スケジュール 

 

【第 30 回】小児在宅医療推進のための会（大阪分科会） (2022 年 7 月 8 日) 

  

 ・ご挨拶 

  位田 忍 先生（大阪母子医療センター  臨床検査科主任部長、臨床研究部長 

   大阪府移行期医療支援センター長） 

  

 ・一分間スピーチ 

 

 ・話題提供－1 

「愛知県の小児在宅医療支援・医療的ケア児支援～医療的ケア児支援センター

７カ所設置へ」  

 三浦 清邦 先生 

（愛知県医療療育総合センター中央病院 副院長） 

 

 ・質疑応答、ディスカッション 1 

  

 ・話題提供－2 

(1)『医療的ケア児支援センターの設置に当たって（兵庫県の場合）』  

 高田 哲 先生（神戸市総合療育センター 診療部長） 

 

(2)『兵庫県における 医療的ケア児の現状と取り組み』  

 常石 秀市 先生（医療福祉センターきずな 小児神経科 院長） 

 

 ・質疑応答、ディスカッション 2 

  

 ・自由討論 

 

 ・他告知情報提供、次回の案内 

 

※ご所属先、肩書きは、ご講演当時の内容です。 
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■  出席者 

 

 

１． 日 時 ： 2022年 7月 8（金）19：00～21：00 

２． 場 所 ： ＡＰ大阪梅田茶屋町 会議室 D ルーム（座長、講演者、事務局のみ） 

Zoom を利用した開催 

３． 出席者： 会場）位田 忍、高田 哲、児玉 和夫 

Zoom）浅田 留美子、荒堀 仁美、池宮 美佐子、江原 伯陽、河﨑 洋子 

楠木  重範、小西 かおる、近藤 正子、齊藤 利雄、三田 康平 

塩川 智司、塩見 夏子、新宅 治夫、隅 清彰、高橋 幸博、竹本 潔 

常石 秀市、富和 清隆、鍋谷 まこと、丹羽 登、春本 常雄 

船戸 正久、三浦 清邦、三沢 あき子、望月 成隆（50 音順・敬称略） 

４． 陪席者： Zoom）大河内 大博、勝矢 聡子、上栫 真由美、河原田 啓史、阪上 由美 

塩澤 久美子、島村 佑子、鈴木 保宏、関谷 真一郎、瀬野 昭仁 

對馬 英雄、平松 瑞子、福原 範彦、冬木 真規子、松尾 英子 

宮成 優子、山下 友美、吉崎 啓司（50 音順・敬称略） 

５． 事務局： 現地：伊藤 正一、森田 浩介、加藤 典子、（大昭企画：太田 成洋） 

Zoom：江副 正通、河村 麻紀、上山 妙子 （順不同・敬称略） 

６． 話題提供： ◆三浦 清邦 先生（愛知県医療療育総合センター中央病院 副院長） 

『愛知県の小児在宅医療支援・医療的ケア児支援～医療的ケア児支援センター

７カ所設置へ』 

◆高田 哲 先生（神戸市総合療育センター 診療部長） 

『医療的ケア児支援センターの設置に当たって（兵庫県の場合）』 

◆常石 秀市 先生（医療福祉センターきずな 小児神経科 院長） 

『兵庫県における 医療的ケア児の現状と取り組み』 
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   【議事】 

 

「愛知県の小児在宅医療支援・医療的ケア児支援～医療的ケア児支援センター 

７カ所設置へ」 三浦 清邦 先生 

【三浦】：愛知県の小児在宅医療支援・医療的ケア児支援について発表していただいた。 

 

愛知県は障害保健福祉圏域が 11 圏域に分かれている。 

愛知県の特徴として、それぞれの圏域ごとに大きな病院、重心施設、特別支援学校等があ

る。 

愛知県における医療的ケア児者の家族と関係する事業所への支援体制は重層的な充実した

体制となった。県・市町村の医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場、市町村に配

置された医療的ケア児等コーディネーター、圏域に配置されたアドバイザー、それらを統

括する形で７つの地域・基幹支援センターが設置された。 

 

愛知県心身障害者コロニーは昭和 45 年に開院し、平成 31 年に愛知県医療療育総合センタ

ー中央病院(あいち医療的ケア児支援センター)となった。 

障害の特性に応じた高度で専門的な医療・療育、福祉サービスを提供しており、愛知県に

おける拠点センターとしての役割を果たしている。全県下を対象とする基幹医療的ケア児

支援センターとして、６地域医療的ケア児支援センターとの連携の中心的役割を担うとと

もに、尾張北部と尾張東部圏域の地域医療的ケア児支援センターの役割も担っている。 

 

『医療的ケア児支援センターの設置に当たって（兵庫県の場合）』 高田 哲 先生 

【高田】：兵庫県における医療的ケア児支援センターの設置について発表していただいた。 

 

兵庫県では、2 次医療保健圏域ごとに医療的ケア児者に対する市町の支援体制整備（医療的

ケア児等 コーディネーター及び医療的ケア児支援の協議の場の設置等）を進めている。 医

療的ケアに関する県内の協議会としては、「小児在宅医療推進会議(保健医療部)」「医療的

ケア 児支援連携協議会(福祉部)」「医療的ケア運営協議会(教育委員会)」がある。 今回は、

福祉部が主体となって医療的ケア児支援センターの役割、公募条件を策定した。 全国で医

療的ケア児支援センターの設立が進められているが、センターの役割や設置母体は都道府

県ごとに大きく異なると思われる。近畿圏内の設置状況は全国に比べてやや遅い傾向があ

る。兵庫県では、医療と福祉の連携、地域間格差の解消、県内のネットワークづくりに主

眼をおいて公募を行った。今後、センターに準じるサブ施設の設置と医療的ケア児コーデ

ィネーター配置事業との一層の連携が望まれる。 
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『兵庫県における 医療的ケア児の現状と取り組み』 常石 秀市 先生 

【常石】：兵庫県 における医療的ケア児の現状と取り組みについて発表していただいた。 

 

兵庫県小児在宅医療委員会の取り組みとして、「医療的ケア講習会」「 小児等在宅医療地域

コア人材養成講習会」「医療的ケア・マッピング 実態調査」「各種県行政担当の医療的ケア

問題検討会議への参加」「 医療的ケア児等コーディネーター・支援者養成研修 講師派遣」

等を行っている。 

 

兵庫県では人口が一部の地域に集中している。小児科医 10 名以上のセンター施設は 7 施設

ある。「気管切開下の在宅人工呼吸指導管理料算定ケース」でみると、上記 7 施設のうち 5

施設が全体の 70％近くを担っている。 

小児の訪問看護・訪問リハビリテーションの調査結果として、小児の訪問看護の受け入れ

に積極的な施設も多いことがわかる。 

 

 医療的ケア児支援センターは、様々な稼働施設・制度・ヒト を繋ぎ合わせ、地域におい

て必要な支援を受けられる体制を構築することを目的としている。 

【兵庫県 医療的ケア児支援センターの活動指針】 

① 医療的ケア児等コーディネーター責任者を指定 

② 小児を看れる訪問看護ステーションの組織化 

③ 医療的ケア指導医を組織化 

④ 県内にブランチセンターを組織構築 
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   配布資料 三浦 清邦先生 
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配布資料 高田 哲 先生
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配布資料 常石 秀市 先生 
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【資料 1】 

 

「医療的ケア児支援センターについて」のアンケート結果の一部を抜粋して報告いたしま

す。 

質問 1 現在活動している地域での「医療的ケア児支援センター」の現状、期待する機能 

 ・在宅ケア移行時に、一部地域で中核病院との連携が難しい場合ある。 

 ・地域により、情報や支援者ネットワーク体制の違いがある。 

 ・総合的な情報が簡単に入手できるような機能を期待。 

 ・在宅生活における困りごとや悩みごとを相談できる専門窓口として、「佐賀県医

療的ケア児支援センター」を開設 

 ・相談の窓口や医療・福祉・教育等の情報が分かりやすく書かれたパンフレットの

ようなものを広く配布等が出来ればよい。 

 ・大阪府が中心となり医療的ケア児支援センター設置検討会議が開催中。 

 ・医ケア児の実態・実数把握の手上げ式更新作業(登録システム) 

 ・医療的ケア児コーディネーターの有用な働き方の支援と彼らのフォローアップ

（実際の働き方と問題が生じた際の相談先）、また医療的ケア児のデータセンター

としての機能を期待。 

 ・医療的ケア児や重症心身障碍児などの退院後の、在宅支援 

  

  

 

質問 2 小児在宅医療についての活動等 

 ・8 月より訪問診療も行う小児科クリニックを開院 

 ・重症心身障害児者や医療ケアのある方を中心に看護、リハを行っている。 

 ・県医師会の補助で、年１回研修会を開催 

 ・小児・重症心身障害児（者）在宅医療支援体制の整備および人材育成を行ってい

る。 

 ・医療的ケア児のための防災拠点寺院ネットワーク 

 ・医療型短期入所、同一グループ内小児訪問看護ステーションとの連携 

 ・YouTube で、主に医療機関外で医療的ケア児に関わる方向けの情報発信を行って

いる。 

 ・奈良県地域医療連携課の委託で小児在宅支援の取り組みが始まった。 

 ・重症児の支援に当たる専門職養成のインテンシブコースを Web で開催 

  

アンケートにご協力いただきありがとうございました。 
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小児在宅医療推進のための会・大阪分科会 

二回目(第 31 回)  
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   スケジュール 

 

【第 31 回】小児在宅医療推進のための会（大阪分科会） (2023 年 2 月 10 日) 

  

 ・ご挨拶 

  位田 忍 先生（大阪母子医療センター  臨床検査科主任部長、臨床研究部長 

   大阪府移行期医療支援センター長） 

  

 ・話題提供－1 

『医療的ケア児支援センターの活動を通じて見えてきた課題』  

 水野 美穂子 先生 

（社会福祉法人宏緑会 重心施設 にじいろのいえ 施設長） 

 

 ・質疑応答、ディスカッション 1 

  

 ・話題提供－2 

『医療的ケア児支援センターの活動実際』  

 高橋 幸博 先生 

（社会福祉法人東大寺福祉事業団東大寺福祉療育病院病院長 

             奈良県県立医科大学 名誉教授） 

 

・質疑応答、ディスカッション 2 

  

 ・自由討論 

 

 ・他告知情報提供、次回の案内 

 

※ご所属先、肩書きは、ご講演当時の内容です。 
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■  出席者 

 

１． 日 時 ： 2023年 2月 10（金）19：00～21：00 

２． 場 所 ： ＡＰ大阪梅田茶屋町 会議室 D ルーム 

Zoom と会場を利用したハイブリット開催 

３． 出席者： 会場）位田 忍、水野 美穂子、飯島 禎貴、船戸 正久、鈴木 保宏、奥西 緑 

Zoom）浅田 留美子、荒堀 仁美、飯塚 忠史、池宮 美佐子、糸見 和也 

江原 伯陽、岡崎 伸、河﨑 洋子、児玉 和夫、小西 かおる 

近藤 正子、齊藤 利雄、三田 康平、塩川 智司、柴田 実、新宅 治夫 

隅 清彰、田家 由美子、高田 哲、竹本 潔、常石 秀市、徳永 修 

富和 清隆、鍋谷 まこと、南條 浩輝、丹羽 登、春本 常雄 

三浦 清邦、三沢 あき子、余谷 暢之、和田 和子（順不同・敬称略） 

４． 陪席者： Zoom）大河内 大博、勝矢 聡子、上栫 真由美、阪上 由美、島村 佑子 

清水 美子、関谷 真一郎、高橋 英之、對馬 英雄、平松 瑞子、 

松尾 英子、山下 友美、和田 浩（順不同・敬称略） 

５． 事務局： 現地：江副 正通、伊藤 正一、森田 浩介、加藤 典子、太田成洋 

Zoom：住野 耕三、河村 麻紀、上山 妙子、村上 裕子  

（順不同・敬称略） 

６． 話題提供： ◆水野 美穂子 先生（社会福祉法人宏緑会 重心施設にじいろのいえ施設長） 

『医療的ケア児支援センターの活動を通じて見えてきた課題』 

◆高橋 幸博 先生（社会福祉法人東大寺福祉事業団東大寺福祉療育病院 

病院長 奈良県県立医科大学 名誉教授） 

『医療的ケア児支援センターの活動実際』 

◇奥西 緑 様（高橋先生のサポート：東大寺福祉療育病院 地域支援部長 

          奈良県重症心身障害者支援センター 統括責任者） 
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  【議事】 

 

「医療的ケア児支援センターの活動を通じて見えてきた課題」 水野 美穂子 先生 

【水野】：愛知県における医療的ケア児支援センターの取組として、「重心施設にじいろの

いえ」水野美穂子先生に発表していただいた。 

 

〇愛知県における医療的ケア児の実態 

愛知県における医療的ケア児者数は 1460人となっている（令和元年度） 

現時点においてはさらに増えていると推測される。 

社会的資源としては、訪問診療が可能な病院が 215 機関、レスパイトが可能な病院が 31 機

関となっている。(⼩児科標榜医療機関在宅療養⽀援診療所) 

医療的ケア児に対応可能な訪問看護ステーションは 207 事業所ある。同じく障害福祉サー

ビス事業所としては 319 事業所あるが、どちらも医療的ケアのスキル不足や他職種との連

携が取れていないことが課題である。 

 

〇医療的ケア児に対する愛知県の取組 

愛知県医療療育総合センターにおける取組として 

・愛知県重症⼼⾝障害児者療育ネットワーク会議 

・医療的ケア児⽀援センター会議（実務者会議センター⻑会議） 

・愛知県障害者医療連絡協議会 

などがある。 

 

愛知県医師会における取組として 

・⼩児在宅医療推進企画委員会 

・圏域ごとの「⼩児在宅医療講習会」 

・あいち⼩児在宅医療実技講習会 

・愛知県・名古屋市⼩児科医会⼩児在宅医療委員会 

などがある。 

 

〇医療的ケア児支援センター 

2021年 4 月に医療的ケア児支援センターが設置された。（7 センター） 

「大同病院」は名古屋市を対象圏域としている。「重心施設にじいろのいえ」は知多半島と
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西三河南部を対象圏域としている。 

・大同病院：（医療的ケア児 451 名、呼吸器 109 名、コーディネーター48 名） 

・重心施設にじいろのいえ：（医療的ケア児 250名、呼吸器 61 名、コーディネーター33 名） 

 

名古屋圏域の特徴として、多くの医療的ケア児が⽣活しており、⾼次機能病院が多く、資

源も揃っている。知多半島圏域においては、⾃治体が主導し、ケア児の把握ができている。

⻄三河南部圏域では、⾼次機能病院に依存しており、⾃治体により格差が生じている状況

がある。 

 

コーディネーターとの意見交換を通じて見えてきた課題として、名古屋圏域においては行

政との連携が不十分であり、医ケア児の把握ができておらず、各区で福祉サービスの支給

決定に差が生じている。また、県立特別支援学校が飽和状態である。 

全圏域における課題としては、生活支援が不十分であり、医ケア児コーディネーターが活

躍できていない状況がある。 

 

 

 

【議事-2】 

「医療的ケア児支援センターの活動実際」 高橋 幸博 先生 

【高橋】：奈良県における医療的ケア児支援センターの活動実際を高橋幸博先生に発表して

いただいた。 

 

奈良県においては重症心身障害児が約 1,000人、医療的ケア児が約 200 名となっている。 

医療・生活支援の現状として、成人期のケア体制は充実してきている。一方で小児の支援

者、コーディネーターが不足している。 

 

〇奈良県重症心身障害児者支援センターの業務内容 

「相談支援」 

・重症心身障害児者、医療的ケアに関わる専門職係機等への助言 ・相談支援 

・困難事例についての助言、関係機間情報共有個別支援会議へ参加 

・重症心身障害児者等の支援に関する社会資源情報提供 

「関係機関との連携・調整」 

・重症心身障害児者等を支援する事業所の連絡会開催 
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・短期入所利用に関する事業間の調整 

・NICU からの在宅移行支援 

・地域で実施する支援会議への参画、地域課題の共有・地域資源開発の支援 

「人材育成」 

・医療的ケア児等コーディネーター等の人材育成 

 

〇奈良県重症心身障害児者支援センターの実績 

人材育成に関する取り組みとして、令和元年度より医療的ケア児等コーディネーターを養

成する研修を実施している。 

（医療的ケア児等支援者・コーディネーター養成研修、およびフォローアップ研修等） 

また、平成 20年から訪問看護ステーション等の看護師を対象として「小児在宅医療研修会」

を実施している。 

 

令和 3 年度の相談件数として 192件、令和 4年度は 12 月末時点の実績で 232 件となってお

り、令和 3年度と比べ増えている。 

相談者として、令和 4 年度は医療関係者や学校関係者からの相談が増えている傾向が見て

取れる。 

相談内容の内訳としては、福祉、医療・健康、学校関係に関する相談が多くを占めている

が、社会参加・余暇活動に関する相談も増えてきている。 

 

〇今後の課題 

施設を社会活動に適応して活用し、短期・長期入所施設間の連携が必要である。 

① 地域格差（施設が北部に集中している）の解消や、家族および障害児者の就労支援等が

あげられる。 
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配布資料 高橋 幸博 先生 
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